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＜連絡事項＞
・2/2（木）皮膚科診察あり。土井Dr.は前回と同様に医師玄関前に来院し、事務が案内いたします。
・深夜明けは採血後、忘れずに検体提出して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・十日市　利喜様～便秘時）ピコスルファートナトリウム内用液2本処方あり。
・佐藤　英之様～姉の柳町様へ退院先について確認している。お姉様より、「今回は本人
が自宅に退院させてくれと言ってくるので、自宅でお願いします。」と話す。退院後のサービスは、本人、姉とも入院前と同じサービスを考えているとの事。母親は現在ショートステイ中だが近々自宅へ戻る予定であり、お姉様は母親と英之様の二人暮らしでも問題ないと考えているとの事。
＜要注目患者様＞
・太田　富夫様～対面時笑顔もみられ、不安や悲観的な訴えなし。頻回に更衣する事もなく「洗濯は週2回くらいで良くなったので」と話している。金銭の両替の希望もなし。
・中川原 義雄様～右奥歯の痛みを訴え、希望で院内の歯科予約している。左足首痛訴え希望で湿布も貼布している。両鼠経ヘルニアは同程度見られており、空腹時臍周囲の痛みあり。食事摂取後は落ち着くと話される。執拗な訴え言動はなし。
・小笠原　文人様～ラジオを大音量でかける、コーラを振ってまき散らす等の迷惑行為あり。スタッフの介入に対しても滅裂言動あり。苛々感や易怒性、粗暴性はなし。
＜金Dr.担当患者様情報＞
・井上　和美様～「相変わらずヒヤッとする」と下肢冷感の訴えは同様にあり、主治医にキーボードをしているか問われると「最近はDVDを見ている」と話している。活気なし、表情冴えないが、不調の訴えはなし。
処方薬変更なし。
・田中　文男様～他者に嫌われていると思うと話している。理由は人の言う事は聞かず、我儘に振る舞っているからと言う。そのような反発の意思表示をするのは、弱い自分を認めたくないからと訴える。
　　　　　　　　→主治医より早めに南病棟への移動を調整するよう指示あり。
・小笠原　文人様～「自律神経失調症になった」と訴える。主治医に理由を問われると「右足の疣を取ったから」「ベッドから立ち上がり転びそうになったから」と話す内容は滅裂になっている。執拗さはなく切り上げる事はできている。処方変更なし。
・坂本　福子様～調子を問うと「何となく起きていられた」「眠気との戦いです」と話している。最近嫌な事はないと話し、やりたい事はないかを尋ねると「ないです」と返答する。主治医からは、他者との会話で苛々した際はその言葉を話して良いか一旦考えてから話すようにしてみる様説明を受けている。
・飯豊　信雄様～調子を尋ねるといつもと同じ位と返答する。日課について質問すると、午前中は作業しているから、暇ではないと話される。対面時の表情穏やかで処方変更なし。
＜小栁Dr.担当患者様情報＞
・中村　惠子様～本日介護認定調査があった事を主治医に報告。主治医から、ご本人様に自宅に退院する為の調整として行っている事を説明している。調子としては「気分いいです」「夜も眠れています」と話されている。2/8(水)～就床前薬ロラゼブ酸エチル錠(1)1T→0.5Tに減量処方、点眼薬）プラノプロフェン、ヒアルロン酸Na各1本ずつ処方となっている。
・大久保　すい様～主治医には左大腿部痛はないと話している。食事で水分を摂取し、毒が抜けた、良くなった。神様拝んだら動けなくなったとやや妄想的な訴えあり。臨時薬2/7（火）～内服分のカロナール(200)6T 3×1/8日分、2/8(水)～ブロマゼパム(2)0.5T 1×1/夕食後を定期薬として処方となる。
・会津　慮子様～同室者の様子を食事の様子や睡眠状況等、丁寧に主治医に知らせている。処方変更なし。
・佐野　貢様～体調は良く、体力も大丈夫と話される。テレビについては自分が好きな番組を独占できないと話し、そのため漫画本を読んでいますと笑顔で話している。処方変更なし。
